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⟨ 略解 ⟩

問 1 (1)
1

z
=

1 + i

2
となり， z − 1

z
=

1

2
− 3

2
i。ゆえに

∣∣∣∣z − 1

z

∣∣∣∣2 = (
1

2

)2

+

(
−3

2

)2

=
5

2
。

(2) 両辺の対数 (底 3)を取ると、(log3 x)
2 < 3 + 2 log3 x。この 2次不等式を解くと，

−1 < log3 x < 3 。ゆえに
1

3
< x < 27 。

(3) tan2 θ =
1

cos2 θ
− 1より，cos2 θ =

1

10
。cos 2θ = 2 cos2 θ − 1 = −4

5
。

sin 2θ = 2 cos θ sin θ = 2 tan θ cos2 θ =
3

5
。tan 2θ =

sin 2θ

cos 2θ
= −3

4
。

(4) ∫
x cosxdx =

∫
x (sinx)′ dx = x sinx−

∫
(x)′ sinx dx = x sinx−

∫
sinx dx

= x sinx+ cosx+ C

(Cは積分定数)

問 2 (1) y′ = (2 log x+ 1)x。 したがって, x =
1√
e
で極小値− 1

2e
をとる。

(2) y′ = x−4(x− 3)ex。したがって,　 x = 3で極小値
e3

27
をとる。

問 3 (1)
−→
AB = (2, 1,−3)，

−→
AC = (1,−3, 2)。このとき

cos θ =

−→
AB ·

−→
AC

|
−→
AB||

−→
AC|

=
2− 3− 6√
14
√
14

= −1

2

ゆえに θ =
2π

3
。

(2)
−→
AD = α

−→
AB+β

−→
ACとおくと，(3−1, 2−2, a−1) = (2α+β, α−3β, −3α+2β)。

これから，α =
6

7
, β =

2

7
ゆえに a = −1 。

問 4 Aの表の枚数が 3枚である確率は
1

8
，Bの表の枚数が 2枚以下となる確率は

1

16
(1 + 4C1 + 4C2) =

11

16
。Aの表の枚数が 2枚である確率は

3

8
，Bの表の枚数が 1

枚以下となる確率は
1

16
(1 + 4C1) =

5

16
。Aの表の枚数が 1枚である確率は

3

8
，Bの

表の枚数が 0枚となる確率は
1

16
。以上より，Aが勝つ確率は，

1

8
× 11

16
+

3

8
× 5

16
+

3

8
× 1

16
=

29

128

1



問 5 放物線と x軸の交点は x = 0, 2，放物線と直線の交点は x = 0, 2− a，面積を分ける

のは 0 < a < 2のとき。放物線と x軸で囲まれた面積は

S =

∫ 2

0

(
−x2 + 2x

)
dx =

4

3

であるのに対し，放物線と直線で囲まれた面積は，

S

2
=

∫ 2−a

0

(
−x2 + 2x− ax

)
dx =

(2− a)3

6

である。これから，a = 2− 3
√
4。

問 6 (1) a2 =
5

3
, a3 =

7

5
, a4 =

9

7
。よって，一般項は an =

2n+ 1

2n− 1
と推定される。

(2) n = 1においては推定した一般項は正しい。次に，n = kにおいて ak =
2k + 1

2k − 1

が成り立つと仮定すると，ak+1 = 2− 2k − 1

2k + 1
=

2(k + 1) + 1

2(k + 1)− 1
となるから，n = k+1

においても成り立つことが示される。以上より，推定した一般項が正しいことが示

された。
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